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ランサーの速さをみせつけだJAF戦第3戦優勝の羽豆・田口組ランサ インタークーラターボ

'84r-期三E全国大会を盛りあげよう

昨年の全国大会(ア月30日〉は久々

の開催ということもあって、本部・支

部より各クラブ代表者会員合計47名ガ

集合して感大な大会となりました。そ

してみなさまから要望の強力つだ機関

誌 rCMSCジャーナJレ」も創刊され、

本号ではや3回目の発行です。各支

とき:8月4日(土)
場所:東北サファリパーク(福島県二本松市)

部の活動も紙面を通じ紹介してまいり

ましだが、やはり1じから西から全支部

の方々の顔を合わせての大会は、また格

別の昧がし、意義は大きいと思います。

今年は、去る5月に結成された rC

MSC群馬」の仲間を加えての大会と

なります。

CMSCは、数あるモータースポー

ツクラブの中でも全国にその支部を持

つ組織として、他に類を見ない独自の

ものとして高<評価されています。ま

芝、各支部の競技会開催、参加出場に

よる活動はもとより、 JAF地域協議

会の要職につかれている方も多くいら

っしゃいます。今後さらにCMSCガ

日本のモタスポーツのリーダと

レての一翼を担うべ<、この全国大会

を有意義な意見交換の場としようでは

ありませんか。
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主製三三だより

熱い期待を寄せてフレッシュにデビュー

主製三E群馬設立総会開催

氷点下の続く北海道。'84の幕明けは

氷上イベントから始ぎります。このシ

リーズも今年で4年め。今回もシリー

ズ4戦ガ組まれ、氷上での熱いポイン

ト争いが行なわれましだ。

当クラブでは練習、セッティング、

サービスの充実など万全の体制でシ1)

ーズに挑み、シリーズ中延べ53台と大

量工リトリーしましだ。

その結果、氷上の花というべき特殊

タイヤ部門 〈別名チューリップ)RII 

'84道東氷上シ，'1}-スめ、山下営業本部長、木村サ ビス部

長、そしてもちろん、 CMSC本部ガら

は外川会長も出席。ま芝、JAFスポ

ーツラリー小委員会高橋委員、登録ク

ラブ地域協議会群馬黒岩支部長、 同ラ

リー佐線部長が。そして地元群馬から

はJAF群馬支部松村次長、斉藤スポ

かねてより設立準備が進められてい

だCMSC群馬がこのたび正式に発足

全国CMSCのライン戸ツブに加わる

ことになりました。

去る5月ア目、群馬三菱自販〔株〉

会議室において設立総会ガ開催され、

群馬三菱自販からは大崎副社長をはじ
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待されます。
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CMSCえびす大会は今年で8年目

を迎えますガ、 年を追うごとに三菱フ

ァンをはじめ一般スポーツマンからの

人気ガ高<、 今や主主の名物として定着

し評価されていることは、皆さんご承

知の通りです。

ま芝、わガ園のBライセンススポー

ツ援興としてダートトライ戸ル競伎の

開発 ・発展に大きく貢献し東日本ダ

トラクラブ連合の 翼として歴史を重

ねてきましだ。 今やダートトライ戸ル

競技lま戸マチユココレベルでlei一番普及

し、 競技会開催数、 参加者数l引也のス

ポーツの中でも最高に位置します。

我々の当初の努力は報いられ、 大きく

花開いだ感があります。

このような背景や東臼本ダートラク

ラブ連合の要望もあって、今回よりC

MSCえびす大会は一層「名物的お祭

り」 の色濃く企画されました。 まだ、

オ ルスター戦として昨年後半、 今年

前半の成績優秀選手を一同に集めまし

主眼三三全国大会開催のお知O~~・

ーツ担当など、多くの来賓を迎え盛大

な設立総会となりましだ。

CMSC群馬荒井会長は発会宣言を

するとともに、

「当面、当CMSC群馬の事業計画は

三菱車によるラリー、ダートトライ戸

ルなどの参加 ・出場を主な活動内容と

します。 将来、イベントの開催等幅広

い活動を続けだいと思いますので、み

なさんのご指導、 ご鞭獲をお願いいだ

しぎすJ とあいさつ。

会員30名で発足し疋CMSC群馬の

今後の活躍

が大いに期

昨年のCMSC全国大会

'83JAF懸賞論文入選グ
おめでとう/
CMSC栃木の町田徹雄さん。
『モータースポーツの社会|もと題した町田

さんの論文が、'83JAF懸賞論文のイ憂矧乍品

にみごと選ばれました。

自動車文化のゆがみから、モータ スポ

ツの孤立化が包こったとし、ラリ ーやダー

トトライアルの重要F性を指摘した内容が高

〈評イ面されたものです。

(この論文は59年l月に発行された 「日本のモ

タースポーツの中事長Jに掲載されています)

フ ラ車の全国での活躍ぶりなども報

告していただくつもりです。

一方それぞれの地域において、各C

MSC は、競技会開催など多方面にわ

たって活躍しておられます。 各支部と

もi也威性を生かしだオリジナリティあ

ふれる活躍ぶりが魅力となっています。

地威性や各個性をふまえだよで、 将来

につなガ、る希望、 要望を活発に話し合

い、 コミュニケ ションを十分に満た

す充実した大会にしたいと考えており

ますので、今から大会のための万全な

準備をお願いし芝いと思います。

全国のCMSCの会員の皆さんが、

親しく一同に会し、 ふれあいの和を大

きく広げることに意義があります。昨

年の大会よりさらに内容濃い大会lこし

ようではありませんか。

今年も、CMSCダイヤスタートラ

イ戸1しを新趣向でその名も 「ラリ一戸

ートトライ戸JレIN工ピス」 と改名して

開催予定。その前日、 8月4日(工〉午

後4時から、 東北サフ戸リパークレス

トラン2階にて、CMSC全国大会を

昨年と同じようなスケジュールで開催

を予定しています。なお詳細は、最終

決定次第ご案内いたしますのでふるっ

てご参加ください。

昨年の全国大会では、みなさまから

いろいろなご意見、ご要望ガ交わされ

ましだ。その中のご要望に応え、 CM

SCジャ ナル誌が発行され、ま疋ラ

ンサタボスポーツキットの支総ガ

行なわれるなど、皆さまの活動に役立て

ていただけたことと思います。ま芝、昨

年の全国大会後に発表されだインタ
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